
平成 28 年度（第 51 回） 

日本 OR 学会九州支部総会・講演会 
 
 
1. 日時 

平成 28 年 3 月 26 日（土）15:00〜20:00 

 
2. 場所 

九州大学西新プラザ 大会議室 

 
3. 支部総会（15:00〜15:40） 

(1) 開会の挨拶 
(2) 平成 27 年度支部活動報告（資料 1） 

(3) 平成 27 年度会計報告（資料 2） 

(4) 平成 27 年度会計監査報告（資料 2） 
(5) 平成 28 年度支部役員選出（資料 3） 

(6) 平成 28 年度活動計画（資料 4） 

(7) 平成 28 年度予算（資料 5） 
(8) 60 周年事業として，若手会員交流支援について（資料 6） 

(9) 「防災学術連携体」活動への参加の意向について（資料 7） 

 
4. 講演会（講演 15:45〜16:45、質疑 16:45〜17:15） 

題目：「電子ジャーナル購読計画の効率的な作成」 

講師：梅谷俊治様（大阪大学） 

 
5. 懇親会（18:00〜20:00） 

場所：ひなたぼっこ 
会費：2000 円程度を予定 



■ 平成 27 年度九州支部活動報告（資料 1） 

 

区分 実施日・場所 活動内容 
参加

人数 
総会 H27.3.21 

九州大学 
西新プラザ 

支部総会 
【決済内容】 
  (1) 支部活動報告   (4) 支部役員選出 
  (2) 会計報告     (5) 活動計画 
  (3) 会計監査報告   (6) 活動予算    

(7) 2015 年度秋季研究発表会とシンポジウムについて 
【講演会】 
  題目：「変分学における解の存在をめぐって」 
  講師：丸山 徹様（慶應義塾大学 経済学部） 

14 名 
 
 

 
 

14 名 

会議 H27.7.18 
長崎大学 
片淵キャンパス 

第 1 回運営委員会・幹事会（委任状含め、計 11 名で成立） 
【議題】1. 平成 27 年度秋季研究発表会について 
    2. 平成 27 年度若手 OR 研究交流会について 

10 名 

研究会 
講演会 

H27.7.18 
長崎大学 
片淵キャンパス 

第 1 回講演・研究会 
【講演会】 
  題目：航空機ナビゲーションの技術革新と課題 
  講師：中西善信様（長崎大学経済学部） 
【研究会】 
  題目 1：離散不動点定理とゲーム理論 
  講師 1：川崎英文様（九州大学数理学研究院） 
  題目 2：ナップサック多面体の体積に対する FPTAS とその拡張について 
  講師 2：安藤映様（崇城大学情報学部） 

13 名 

支部事業 
 
 

講演会 

H27.10.31-11.1 
くじゃく荘 
(長崎県東彼杵郡) 

九州地区における若手 OR 研究交流会 
  16 件の発表 
第 2 回講演・研究会 
【講演会】 
  題目：救急車システムのモデル化と現実問題への応用 
  講師：稲川敬介様（秋田県立大学システム科学技術学部） 

27 名 

会議 H27.12.5 
福岡工業大学 

第 2 回運営委員会・幹事会（委任状含め、計 13 名で成立） 
【議題】1. 平成 28 年度（第 51 回）総会について 
    2. 新役員の推薦について 
    3. 支部活動、会計について 
    4. 支部事業について 
【報告】支部事業「九州地区における若手 OR 研究交流会」 
    実施報告 

10 名 

研究会 
講演会 

H27.12.5 
福岡工業大学 

第 3 回講演・研究会 
【講演会】 
  題目：ディジタルペンによる創発インタフェース 
   ～創造的問題解決とアクティブラーニングへの適用～ 
  講師：三浦元喜様（九州工業大学大学院工学研究院） 
【研究会】 
  題目 1：サッカースターティングメンバーのパフォーマンス評価 
  講師 1：小畑経史様（大分大学工学部） 
  題目 2：歳末セールでどのような情報提供が来街者に効果的なのか？ 
  －鹿児島市天文館地区でのスマートフォンアプリによる社会実験より－ 
  講師 2：山城興介様（福岡大学都市空間情報行動研究所） 

13 名 





■ 平成 28 年度支部役員（案）（資料 3） 

  ☆は新任者、敬称略、五十音順 

◆支部役員名簿
役職 新 氏名 所属

支部長 ☆ 川崎　英文 九州大学 大学院数理学研究院教授
副支部長 ☆ 平山　克己 北九州市立大学 経済学部経営情報学科教授
運営委員 小島　平夫 西南学院大学 商学部教授
運営委員 斎藤　参郎 福岡大学 経済学部教授
運営委員 塩田　光重 九州栄養福祉大学 教授
運営委員 宋　宇 福岡工業大学 情報工学部システムマネジメント学科教授
運営委員 廣瀬　英雄 九州工業大学 名誉教授
運営委員 古川　哲也 九州大学 大学院経済学研究院教授
運営委員 ☆ 丸山　幸宏 長崎大学 経済学部教授
運営委員 宮野　英次 九州工業大学 情報工学研究院教授
運営委員 李　明哲 福岡大学 経済学部教授
運営委員 和多田　淳三 早稲田大学 大学院情報生産システム研究科教授
監事 藤田　敏治 九州工業大学 工学研究院准教授
監事 藤田　敏之 九州大学 大学院経済学研究院教授
幹事 池田　欽一 北九州市立大学 経済学部経営情報学科教授
幹事 植野　貴之 長崎県立大学 経済学部経済学科准教授
幹事 小野　廣隆 九州大学 大学院経済学研究院准教授
幹事 栫井　昌邦 福岡大学 経済学部教授
幹事 神山　直之 九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所准教授
幹事 来嶋　秀治 九州大学 大学院システム情報科学研究院准教授
幹事 ☆ 吉良 知文 九州大学 マス・フォア・インダストリ研究所准教授
幹事 譚　康融 久留米大学 経済学部教授
幹事 津留崎　和義 長崎大学 経済学部准教授
幹事 山城　興介 福岡大学 都市空間情報行動研究所ポスト・ドクター
顧問 岩本 誠一 九州大学 名誉教授
事務局 来嶋　秀治 九州大学 大学院システム情報科学研究院准教授

◆支部関連　研究普及委員名簿
役職 新 氏名 所属

研究普及委員 小野　廣隆 九州大学 大学院経済学研究院准教授
研究普及委員 宮野　英次 九州工業大学 情報工学研究院教授

◆支部推薦代議員名簿
役職 新 氏名 所属

代議員 ☆ 丸山　幸宏 長崎大学 経済学部教授
代議員



■ 平成 28 年度活動計画（案）（資料 4） 

◆支部経常活動計画（案）

講演会 研究会
H28.3.26 総会 九大 支部長 −
H28.7.16 第1回講演・研究会 北九州 北九大 福工大
H28.10.30 第2回講演・研究会 未定 実行委員会 −
H28.12.3 第3回講演・研究会 福岡 九大 福大

※斡旋輪番 1. 九工大 1. 長大
2. 北九大 2. 福工大
3. 九大 3. 福大
4. 福大 4. 九工大
5. 長大 5. 北九大

6. 九大

◆支部事業計画（案）
日程 活動項目 開催地

H28.10.29-30
九州地区における
若手OR研究交流
会

未定

斡旋者
開催地活動項目日程

備考



■ 平成 28 年度予算（案）（資料 5） 

 

 
  

【支出の部】
支部運営費 予算 実績 支部運営費 予算 実績
　本部交付金 250,000 総会（茶果） 2,000
　利息 総会会場賃料 10,000

収入合計 250,000 総会後懇親会 30,000
運営委員会会場費 20,000

支部事業費 予算 実績 運営委員会交通費補助 10,000
　本部交付金 131,000 講演会・講師謝金 45,000
　参加費 204,000 〃・講師交通費補助 60,000
　補助（支部運営費） 15,000 〃・懇親会 20,000

収入合計 350,000 飲み物代 2,000
研究会・講師謝金 20,000
〃・講師交通費補助
通信費・事務費
源泉税返納 15,000
口座手数料 1,000
支部事業補助 15,000
本部返金

支出合計 250,000

支部事業費 予算 実績
宿泊費 255,000
会議室代 30,000
優秀報告賞 15,000
交通費補助 50,000

支出合計 350,000

【収入の部】



■60 周年事業として，若手会員交流支援について（資料 6） 
 
研究普及理事、野々部氏のメイルより抜粋。 
 
%%%%%%%%%%% 記 %%%%%%%%%%%%%% 
先日の支部長会議にてお伝えいたしましたとおり、 OR 学会では、 
60 周年記念事業として「若手会員交流支援事業」 
（本部、各支部で企画・実施する若手会員向け合宿 
（SSOR を想定）の経済的支援）を計画しております。 
各支部におかれましては、支部対象地域内の学生を主な対象とした 
合宿形式の研究交流会の 企画・実施を検討して頂きたく 
お願い申し上げます。 
なお、予算は総額で 300 万円、開催時期は 2017 年度 
（または 2018 年度）を想定しております。 
つきましては、各支部にてご検討のうえ、 
 
・ 実施の可否（単独では困難だが他支部との共催であれば可という場合はその 
旨お知らせください） 
・ 実施の場合、開催可能な年度・時期 について、 
 
４月末日までにお知らせいただけますでしょうか。 
%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 
 
九州支部としては 
・実施可 
・開催年度は 2017 
と回答の意向。 
  



■「防災学術連携体」活動への参加の意向について（資料 7） 
 
副会長、室田氏からのメイルより抜粋。 
 
%%%%%%%%%%% 記 %%%%%%%%%%%%%% 
前回理事会で防災学術連携体 

 http://janet-dr.com/ 
 のことが話題になり，学会内の状況について情報収集を担当しております． 
 
 ＯＲ学会は横幹連合を介して防災学術連携体に参加しているという理解 
 ですが，いままで，この件を詳しく検討したことはありませんでした． 
 現時点では，ＯＲ学会員（とくに支部として）の防災学術連携体の 
 活動への参加状況や参加の意向を把握したいと考えております． 
 
 参加状況や参加可能性など，情報をお持ちの方は，３月末日までに 
お知らせくださるようお願い申し上げます． 
 
＃１６日の支部長会議でも，この件，ご説明いたします． 
%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%%% 
 
 


